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情報システム・バックアップオフィス研究会 2011年度 第 10 回 議事録 

 

１． 開催概要 

○開催日  ：2012年 2 月 14 日（火）16:00～18:00 

○開催場所 ：BCAO 東京オフィス 

○進行役  ：川村（CAC：座長） 

○議事録作成：川村（CAC：座長） 

○出席者数 ：10 名（出席者名は末尾参照） 

○資料   ：なし 

 

２． 議事内容 

○事務局からの報告 

   ①ITBO 研究会メンバー構成の現状 

②関連イベントの報告 

 

３． 討議 

  ○2012年度の活動方針とテーマについて 

① 研究会の存続および分割について 

 ITBO 研究会の分割について 

1. IT 研究会とバックアップオフィス研究会が 合併して ITBO研究会が誕生した

経緯があるが IT 研究会とバックアップオフィス研究会に再度分割するかど

うか 

→双方が一体となって活動していることにメリットが多いので再分割はしな

い 

 ITBO 研究会の存続について 

1. ITBO 研究会は 2012年度も活動を継続する 

② 研究会の活動日と開催時間について 

 現状では曜日が変われば参加できるとアンケートに回答している人もいる一方で、

曜日が変わると参加できなくなる人もいる 

 2012 年 4 月からは、開催日は第二火曜日のままとし、開催時間のみを現在より 1

時間遅い 17:00～19:00 の開催として様子を見る 

 時間が遅くなることで参加しずらくなる人もいることに留意し、当面のトライア

ルとする 

③ 2012 年の研究テーマについて 

 全体の方針 

1. IT バックアップオフィス研究会なので BCP全体を取り上げると話が大きくな

る 

→ 策定ガイドの中の IT の部分を取り上げる、などの形で切り取る 
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2. 全般の帰宅難民の話をするのではなく、IT としての帰宅難民支援でどのよう

なことができるか、を出すとよいのではないか 

3. 学校や非営利団体全体ではなく、その中での IT の役割について考えてはどう

か 

4. HAPPY HOUR をうまく使い、その中から数回にわたって ITBO として取り上げ

るテーマを抽出してもいいのではないか 

 ITBO 用語について 

1. 用語は新しいものも出てくるので、ブラッシュアップしていく必要はある 

2. 追加すべき用語の有無をチェックする 

3. ソリューションに依存している部分があるので IT ソリューションの勉強と

一緒に用語も検討してはどうか 

4. クラウドにかかわる用語  

 ノウハウの残し方 

1. 用語集に事例として表現していく 

2. ソリューションの紹介などと関連づけ、必要なアクションや要素を言葉で表

したものをアイテムとして洗い出す 

＜例＞バックアップサイトの確保 

 バックアップサイトを業務委託する→どのような確保の手段があるか 

 自前でバックアップサイトを確保する、などの手段を記述する 

 注意点、方式について記述する 

3.  調査・研究とするのか、提言とするのかについては、今後検討する 

  ターゲットをどうするか 

1. 大きな企業向けの話とコストをかけられない中小に対してどういう提言をす

るか 

2. 中小や非営利団体は盲点となっている 

 大企業相手にコンサルしていたことがブレークダウンできるのか 

 体力のない企業に対してどういうアプローチをするのか 

 体力のある大企業向けの話だけではピンとこない企業も多いのではない

か 

  検討テーマ案 

1. ＩＴの継続を脅かすリスク 

 もういちどそれを考え直す、整理する、検討する 

 広域災害ではディザスターの色が濃くなる 

 会社の規模によっても対応が違ってくる 

 ターゲットが違ってもよい、ターゲットごとに整理する 

2. いろいろなパターンの対策を出し合ってそれぞれの対策における課題につい

て検討する 

3. さまざまなパターンを指針として並べるだけでも参考になるのではないか 
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4.  バックアップオフィスの考え方は ITを語る上で必要な要素である 

  → オフィスも DC も含めて考える 

④ 2012 年の実施項目案 

(1) ITBO 用語研究 

→適宜見直し 

(2) プレゼンテーションによる情報共有 

(3) HAPPY HOUR 

(4) 他の研究会との交流 

(5) IT の継続に関するリスク整理 

 サイバーテロ 

 ネットの脆弱性 ・・・など 

(6) IT のＢＣ対応に関するパターン研究 

 クラウド 

 BCP 訓練 

 IT ソリューション 

 バックアップオフィス 

(7) 事業継続、災害発生時に有用な ITツール、ITの使い方 

いずれも何らかの形で成果物に落していく（ガイドブック様のもの） 

→形体や体裁について検討したうえで作っていくことも可とする。 

 

４． Happy Hour について 

  ○本日の Happy Hour は、時間の関係で延期としました。 

 

５． ITBO 用語集 

  ○本日は ITBO 用語集については時間の関係で延期としました。 

 

６． その他 

  ○座長の改選について 

 3 月末をもって座長の任期が満了となるため、次期座長の選出を行う。 

    次期座長の選出は 3月の定例会で実施する。 

 

７． 次回（第 11回）ITBO 研究会の日程（予定） 

  ○日時：3月 13日（火） １6：００～１8：００ 

  ○場所：BCAO 東京オペレーションセンター 

 

  日 時 場 所 

第 11 回 3 月 13 日（火） 16:00～18:00 BCAO 東京オペレーション事務所 
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８． 研究会出席者一覧 

 

No 氏名 会社名 

1 川村 丹美 株式会社シーエーシー 

2 羽石 将士 日立電子サービス株式会社 

3 伊藤 高信 FUN 

4 大塚 純一 日本アイ・ビー・エム株式会社 

5 岡 伸幸 ソフトバンク BB株式会社 

6 近藤 隆一 株式会社富士通エフサス 

7 近棟 あづさ 株式会社エム・ビー・アイ 

8 土橋 篤 みずほ情報総研株式会社 

9 野口 洋子 わかば国際特許事務所 

10 吉川 明人 ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 


